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Nom　Premodiier　Problems
　　　　in　Current　Eng1ish
篠　田　義　明
　現代英語の特徴の1つにpremodiied　nomina1groupがあり，Jouma1ese，
Lega1Writing，Technica1Writingにこの傾向は特に顕著である。中でも
Nom　premodiicationが薯しく，現代英語では，これらの分野はおろか，あ
らゆる分野に浸透し，無視できない要素になっている。これらをNomと呼ぶ
かAdjectiveと呼ぶか，Assumptive　noun［Sweetコ，Attribute［0nionsコ，
Attributive　adno㎜i口a1adjunct［o7mu皿コ［Pouts㎜aコ，Attributive　mun
［Brad1eyコ，Substantia1adjunct［Jespersenコのいずれの名称が妥当か，hy－
phenやstressの間題などを今更究明しようとは思わない。このcOnstruction
を軽率に扱っている記事が見受けられるので，本稿では諸家の意見をもとにそ
れらを考究すると同時に，いろいろな文法家の説明にも若干補足してみようと
思う。Written　Enghsh理解の上で，このconstructionがいかに重要であり，
いかなる特徴を具有しているのかも自ずと説明することになろう。
　その一
　次の説は，Noun－by・nom　constructionを全面的に認めているといえよう。
　　1．　In　fact，in　Present－day　Eng1ish，position　indicates　mo砧丘cation，
　　　and　nouns，both　singu1ar　and　pIura1，are　free！y　p1aced　before
　　　others　as　modiiers．一C．Fries，■4刎〃北α〃亙〃叙兆〃0〃〃〃刎κ
　　2．　Any　noun　in　Eng1ish　may　be　used　as　an　adjective．＿T．Bemstein，
　　　τゐ2Cα7物1W〆加れ
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　　3．r＿もともと英語ではstone　bridge，stone　wal1のように，特定の名
　　　詞だげを形容詞として用いていたが，最近の時事英語では，便利とあれ
　　　ばどんな名詞にも形容詞の役割をさせる」一τ加3肋∂肋τ伽θ∫（解説
　　　版）（50年4月11日）。
　1。ではfree1y，2．ではAny　nom　in　Eng1ish，3．では「．．．どんな名詞に
も＿」が示すように，この三者はいかなる名詞も自由にpremOdi丘erになる
と考えていると解してよいだろう。〔1）これを全面的に受げ入れるとなるとan
omament　of　va1ue，a　man　of　honor，a　work　of　distinctionは，それぞ
れvaユue　omament，honor　man，distinction　workとなり，（2〕これらを認
めなければならなくなる。
　次は，少し控え目な説である。
　　4．　0ne　of　the　marked　features　in　Eng1ish　is　the　great　freedom
　　　with－which　noms，adverbs，phrases，and　sentences　can　stand
　　　before　a　nom　in　adjective　function．一G．Curme，釣〃肌
　　5．　That　is，almost　any　Eng1ish　nom　can　be　used　to　qua1ify　another
　　　noun．＿B．Evans　and　C．Evans，λ　Dクcκo〃αη　ゲCo〃加刎ψo〃η
　　　λ〃θ〃6α〃σ∫昭θ．
　　6．　Although　we　have　said　that　prepositional　phrases‘genera1ly’
　　　can　yie1d　nom　pre㎜odi丘ers，this　app1ies　in　fact　on1y　to　the　most
　　　centra1prepositions．一R．Quirkθταム，λ0〃刎刎〃ゲCo〃θ吻φo閉η
　　　互〃9〃∫〃．
　この三者は，the　great　freedom，almost　any　Eng11sh　noun，‘9enerally’
という言葉を用いて，Nom　pre㎜odiierは必ずしも自由に起こらないと言って
いる。特に，R．Quirk功α1．は同書で，Wo肋肋伽6o幽is　arduous．は1）oo后
〃o〃．．．としてもacceptab1eだが，㎜o肋〃θ〃肋θ606尾∫is虹duous．を1）06尾
〃07尾＿としてはma㏄eptab1eであるとしている（915頁）。つまり前置詞句の
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すべてがNom　premodi丘erにならないことがわかる。
　　Nom　premodiicationに強く反対しているのにS・Bakerがいる。彼は次
のように言っている。
　　　7．　Brωκ　肋2〃o”〃　κα6肱．　Passive　writing　adores　the　noun，
　　　　　modifying　nouns　with　nouns　in　pairs，and　even　in　denser　clusters
　　　　　－which　then　become　o節cia1jargon．Break　up　these1oggish
　　　　　jams，1et　the1anguage五〇w，make　one　nom　of　the　pair　an　adjecti▽e：
　　　　　　　Tω6加γ””α勿ηis　mt　as　marked　in　Pittsburgh．［Tωo加7s
　　　　　　　a「e　not　s0刎””α〃左in　Pittsburgh．］
　　　　　Or　convert　one　noun　to　a　verb：
　　　　　　　τ召αo乃〃ヵo〃〃　is　Iess　in　evidence　in　Pittsburgh．　［Tθα肋〃s
　　　　　　　62肋α〃61ess　in　Pittsburgh．コ
　　　　　　Of　course，nouns　have1ong　se町ed　English　as　adjective，as　in
　　　　　　“rai1road，”“κα6〃oα6　Station，”“60〃〃　house，”and“〃o〃〃habit・”
　　　　　　But　modem　prose　has　aggravated　the　tendency　beyond　belief；
　　　　　　and　we　get　such　monstrosities　as　c〃〃5鮒θ伽ω肋舳o〃sθ。who1e
　　　　　　strings　of　nothing　but　nouns．Professors　of　education，socio1ogy，
　　　　　　and　psycho1ogy　are　the　worst　noun－stringers，the　hardest　for　you
　　　　　　not　to　copy　if　you　take　their　courses．But　we　have　a11caught
　　　　　　the　habit．
Whereever　possible，ind　the　equiva1ent　adjective：
of即eat　importance
highest　signiicance1evel
govemment　spending
reaCtiOn丘XatiOn
important
highest　signiicant　leYe1
governmental　spending
reaCtiOnal　iXatiOn
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sex　education
teaching　exce11ence
sexua1educatiOn
exce11ent　teaching
0r　change　the　noun　to　its　re1ated　particip1e：
advance　p1acement
char［er　iight
uniform　po1ice
poison　arrow
advanced　placement
chartered　night
uniformed　po1ice
poisoned　arrow
0r　tIy　a　cautious　of：
　　　w㈹惚
　color1ipstick
　teaching　science
　production　qua1ity
　high　qua1ity　pr09ra工n
　Signi丘CanCe1eVel
　　”g〃
co1or　of1ipstick
science　of　pedagogy
quality　of　production
program　of　high　quality
1eve1of　signiicance
　　　一S．Baker，τ乃θP〃6κω1S勿〃並
　この説明に．よると，NOm－adjecti∀eの習慣はすでにわれわれにはあるので，
無理にNoun－stringerにする必要はないということである。したがって，Nom
premOdi血catiOnに。真向から反対しているのではないことはわかる。名詞を形
容詞形にしたり，動詞形にして，文に流れをもたせる意図のBakerの説明は頷
けるが，気になる点が2つある。1つは，Professors　of　education，socio1ogy，
andpsycho1o駆are　the　worst　noun－stringers，．．．のくだりである。wOrst
が何を言わんとしているのかは定かでないが，jouma1ismやtechnologyか
らの影響はどうなのだろうか。現在では，education，socio1ogy，psycho1ogy
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の分野以上に影響力が強いことは改めて私がここで述べるまでもあるまい。
　もう1つは，react1on丘xat1onとreact10na1丘xat1on，sex　educat1onと
sexual　educationを同一視していることである。名詞に形容詞の語尾を付げ
たときのPhraseと，名詞のままmodifyしたPhraseとの間に生ずる徴妙
た意味のずれを無視してはいないだろうか。ついでに，of　great　mportance
をimportantに，teaching　exce11ence．をexcellent　teachingにしたほうが
よいという説明もおかしい。これらは内容的に同一視でぎないからである。
　また，Bakerは，名詞形はその分詞形に変えたほうがよいと主張しているが
advanced　placementとadvance　placement，chartered丑1ghtとcharter
iight，uniformedpo1iceとuniformpoIice，PoisonedarrowとPoisonarrow
を同等に考えてよいのかという疑間が起こる。また，co1orlipstickぽWrong
でcolor　of　lipstickはRightであると言っているが，内容の異なるものを比
較しても無意味であろう。また，Rightとしているscience　of　pedagogyの
science　Ofは不要ではあるまいか。prOductiOn　qualityをWr㎝gとし，
qua1ity　of　productionをRight，signiicanceleve1をWrongとし，1eYe1of
signiicanceをRightとするのも膀に落ちない。またWrong，Rightは行きす
ぎで，せいぜいWorse，Betterぐらいにすべきだろう。Bakerは，言語の変化
事情を無視して，われわれを強引に過去の世界へ引き入れようとして，力んでい
るようである。形容詞形があるにもかかわらず，わざわざそれを避げて，機械的
に名詞形をPremodiierとして使用するのは極力避けねばならないが，break
up　these1oggishjamという意見は強気すぎると思えるのである。wOodi「eや
㎜achine　tooIをwooden　ireやmechanicaltoo1としたのでは内容が違って
しまう。eye1ensをlens　of　eyeとしても内容が全然変ることを忘れてはな
らない。Productionqualityをqualityofproduction，Productioncontro1を
control　of　production，contro1systemをsystem　for　contro1などに書き
換えるとcOmpactnessがなくなり，聞がぬけてしまう，つまり，1つのまと
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まった概念をunitary　expressiOnしなくなると考えることができよう。
　　poor　peopleをPoverty　peopleと言ったり，a1Ux岨10us　hote1をa
1岨mVhote工，icedwaterをice　water，comed　beefをcom　beefと言
うことがよくあるが，簡潔で，具体性に富んでいるとも言えよう。〔3）
　　Robertsonは，「a　myste「y　wOmanはa　myste「ious　womanやa　woman
of　mysteryよりも唐突な感じを与え，読む人の注意をより効果的にとらえる
ように思う」といい，次のように説明している。
　　The　use　of　the　noun　in　the　position　and　with　the　function　of　the
qua1並ying　adjectiye，on　the　other　hand，has　raised　objections；to　have
one　nom　modify　another　see㎜s　to　some　grammarians　reprehensib1e．
But　the　formation　is　one　that　is　sep趾ated　by　an　impossibly　thin　line
from　the　wel1・estab11shed　fu11－word　compound　cons1stmg　of　noun　p1us
noun，written　with　or　without　a　hyphen，as　may　be　seen　if∫肋勿c〃
iscomparedwith〃〃〃〃or〃α伽α”or∫彦”励6〃ω〃〃6オ07withκα〃〃の一
〇〃〃幽θor”oα6〃〃乃oまθ1．Mαiem　English　wou1d　be　the　poorer　if　it
were　not　to　use　the　nom　in　this　way　in　inn皿merable　phrases1ikeろo〃
∫α1召舳舳，〃チα〃伽6θ，∫肋〃60〃〃，6％〃肋θ〃∫オ0〃，and功0倣〃肋グ．41
True，it　may　be　justly　maint出ned　that　this　is　sometimes　carried　to
extremes　by　American　newspaper　head1ine　writers，who　indu1ge　in　such
10cutiOns　as　刎ツ∫加ηωo刎α〃，〃〃”6θ7　0α7，　閉伽αo1θ　刎α〃，　and　the　1ike．
The　exigencies　of　space　are　probab工y　the　prime　reason　for　this；probab1y
also　the　abruptness　of　刎ツs〃η〃o〃α〃（rather　than〃η5加〃o〃8〃o刎o〃
or〃o刎α勿ゲ〃8κη）is　felt　to　gain　the　reader’s　attention　more　e甜ec－
tively．　Sometimes，too，there　is　no　adjective　corresponding　to　a　noun
（伽〃η，for　example）and　the　a1temative　prepositiona1phrase（伽肋θ
砂α〃紗）seems　awkward　or　too　long．．．．．．一S・Robeれson　and　F．Cassidy，
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丁加1）ωθ1o〃励ゲ〃o庇γ〃E惚〃8ゐ．
　　41p㎞ases　of　three　or　even　more　nouns，like功〃惚力o扮α〃力刎肋ω，6妙8励oo1
　靱∫チ刎，ω∂肋〃o〃，and肋伽幽幼肋αGω㎜oグ桃Co榊μ妙班e　common　enough；
　Gra肚（in工σ閉g刎”g邊α〃1〃掘8〃ωg88，p．134）cites　R倣α〃刎”尾ρグ刎α馳㈹あまoo肋
　μ8加as　an　extreme　but　perfectly　idiomatic　extension　of　this　process．In
　German，a　single　polysy11abic　comp01md　would　be　the　equivalent　for　such
　phrases，while　in　Frenchrc£肋伽肋力杉幽刎o榊2withω”肋〃o〃＿the
　prepositiona1phrase　must　be　employed・
　彼も言うように，Nom　prem材i丘erがなかったならModem　Englishで
は実に困るのである。a　mySteriOuS　WOmanよりもa　myStery　WOmanの
方が多くの謎をもった女のような印象を与えはLないか。形容詞のない名詞，
例えばva11eyの場合は，1ily　in　the　Yal1eyでは不格好であるばかりか長す
ぎて，1つのまとまった概念が伝達できなくなる。どうしてもva11ey1ilyで
なくてはならない場合が生ずるのである。結局，われわれは，musica1critic
とmusic　critic，Psychologica1teacherとPsycho1ogy　teacherを区別して
用いねばならない。（4）
　hosti1e，centreはlost　adjectiveである。もし，1ost　adjectiveでないなら
the　centre1ine　of　the　ec1ipseのような言い方はしないだろう，（5）と言う
Lord　Dunsanyに対して，Val1insとTreb1eは，
　The　right　to　use　a　mun　as　an　adjective　is　one　of　the　most　usefu1
and　jea1ous1y　guarded　rights　in　the1anguage．と述べて，Dunsanyの考
えは論理的におかLいとしている。そして，次のように文を続けている。
　Whenever　a　noun　may　be　conveniently　used　as　an　adjective，without
ambiguity　or　disto廿ion　of　meaning，the　use　of　expedient・（6）と結んでい
ることから，結局，usageの点から見て，c1eamessで，precisenessであれ
ば，この用法を非難したり，無理に押えつげるのは間違っていると言わざるを
えまい。
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　さて・Bakerはhigh　quality　pro騨mをWrongとL，Program　of
highqualityに書き換えてRightとしているが，恐らくhighがqua1ityと
programのいずれをmo砒yするかが明確でないからだろうが，この辺の事
情についてはFow1erも同じ意見を述べている。
　。．it　is　making　us　forget　that　to　link　two　words　together　withゲ
may　be　both　cleaエer　md　more　gracefu1than　to　put　the　second　before
th・f・・t・・…　tt・ib・t・：t・f・・g・tf・・i・・t・…th・t，th・・gh舳∫仰
schoo1is　a1egitimate　use　of　the　noun－adjective，舳κ∫θη∫肋oo1加ooゐ主o勿
is　an　ug1y　and　obscure　way　of　saying伽o砂タ∫6o〃げ〃舳∫θη∫6加o18、＿H．
W・Fowler，λ1）肋o〃αηげ〃o伽吻肋9〃∫ゐσ5螂．
　そして，state　of　the　wor1dはold　phraseで，現在では，wor1d　state
でたければならないと説明を付加している。
　Bakerの説を追いすぎたきらいがあるが，本論からは逸脱してはいないと思
う。今までの種々の説明から，いかなる名詞もadjectiveとして，そのままの
形で，名詞の前に置くことができるという考えは聞違っていることもわかった。
AnynominEnglishmaybeusedasanadjective．と言っていたBernstein
もgood　writerは理由もなく名詞をpilingすることはしないし，the　med－
ical　chemistry　research　committeeはthe　committee　for　research　in
皿edica1chemistryがstyleの上からよく，two　or　more　polysy11ab1eの
Nomはpremodiierにするのは望ましくたいことを結論として言っている。（7）
Polysy1lableのNomが積重ねられると結局はcompactさ，tersenessを
失うからであると同時に，口調も悪くなるからだろう。
　以上の意見に対して，CopPemdは次のように言つている。
　Any丑at　ban　on　pressing　nouns　into　sen・ices　as　adjectives　is　foo1ish．
　彼の説を要約すると，すでに名詞が完全に形容詞の役割を演じており，Nom
premodi丘erは葉語では最も顕著で，便利な特徴であるから，この用法を真向
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から反対するのは馬鹿げている。しかし，ときとして，名詞を無理に形容詞的
に使う悪趣味の人がいるのは困ったことだ，（8）ということになる。
　Quirkはpremodi丘cationはtechnica1expressionの特徴をなすもので，
eight服ed　open　hea二舳h　steelエnelting　fumacesやbovine　sub－m泌i11ary
g1and　mucinのようなsty1eが多いが，1exicaIの面というよりは9rammati－
ca1な面から非難されるだろう。これらは，eight　fumaces，of　a丘xed　type
with　open　hearth，for　the　melting　of　stee1とかmucin　from　the　sub－
maxillary　g1and　of　catt1eのように批評家は書くだろう，（o）と言っている。そ
して，また，premOdi垣erに反対する人がいるが，全くunjustである。sinter
plantを知っている人にとっては，この形の方が明確で，全く合理的なのであ
る，と言っているし，Leechは，
　The　trans1ation　of　pre－modifers　into　post－modiiers　n1ight　make　the
meamng　more　exp11c1t，but　would　certa1n1y　make　for　an　mtolerab1y
cumbersome　style　of　expression．（ユo）
と言っているが，Quirkの文からも容易に理解できよう。Leechの言うmake
themeaningmoreexplicitとは視角の点から考えれば，一般にpremodifying
nOmina1grOupは，きびきびした印象を与え，内容を知っている人にとって
は，その理解は即座にできるが，一方ではつまらぬ誤解を招く原因ともなる。
つまり，teacher　gu1danceは，これだけとりあげて論ずれば，9u1dance　for
teachersかguidance　by　teachersかはっきりしない。このことは日本語に
ついても言えることで，「授業時間」といった場合，授業を開始する時間か，
授業をしている時聞か，前後関係からでないと判断できない場合が多い。しか
し，「授業時間は8時からです」とか「授業時間は長かった」といえぱ内容は歴
然とするのである。これを「授業の始まる時間は8時からです」とか「授業を
Lている時聞は長かった」とすれば100seな文となろう。
　cotton　w！reとかsteel　ropeをPost－mod過catエonにしてw1re　of　cotton．
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rOpe　Oi　stee1としたのでは1つのまとまった概念，つまり固定概念が消失し，
word問に遊離感が生じるので，これらは常にNoun　by　nomで表現しなけ
れぼなるまい。こ棚こ反して，性質の少し異なるnight　wanderer（a　wan－
derer　durmg　the　nlghtと書き換え可能），Califomla　momtams（moun－
tains　in　Ca1並0miaに書き換え可能）のようなarbitraryの形のものはどう
だろう。cotton　wireやstee1ropeが1abe1化し，dead感がするのに，night
wanderer，Ca肚omia㎜ountainsのほうは1ivingな響きがしないだろうか。
つまり，Premodiierとheadword問にsyntactic　relationが存在するもの
ほど緊迫感，律動感があるといえよう。Quirkの例文からもわかるようにpost－
modiierのstyIeは1ooseな感じを与える。逆に，Nom　by　nomになるに
したがって，内容にtightnessが感じられるのである。
　結論として，いかなる名詞もpremOdiierとなると考えるのは極めて危険で
あるし，Noun　premodiicationの構文をやたらに非難するのも問違いである。
ある程度限定された語彙で，多くの事柄を，どうしても伝達しなげればならな
いときは，Nom　premOdi丘erを使わざるを得ないのである。このsty1eの効
用を十分に認識すべきだろう。
　その二
　Quirk〃α1．は
　丁加肋〃θ肋肋θoo閉〃was1aid　for　dinner．
に対して，
　コ「ゐθ　007〃θプ　まαあ1θ．．．
はacceptableであるが，
　丁加g〃肋肋θoo閉θ7spoke　to　me．
に対して，
　τ加ω榊ヅg〃．．．
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はmacceptab1eである。その理由ぼtab1eは移動しないが9ir1は自由に移
動するからであるという。（11〕
　　また，CopPemdは，health　insurance，economy　measures，disaster　prep－
arations，economydriYeはそれぞれaccep晦b1eだがhealthreasons，
security　reasons，disaster　proportions，economy　reasonsよりはreasOns
of　hea1th，reasons　of　security，Proportions　of　disaster，reasons　of　economy
のほうがまちがいたくよいとし，Itshould　be　poss1b1e　to　p1ay　by　earin
these　situations．（12〕と言っている。結局，感じでPremodi丘cationかPost－
modiicationを選ぼざるを得なくなる。しかし，fee1ingでacceptab1eか
unacceptab1eかを決めるとなると，Quirkθまα1．の説明は根拠がなくなって
しまうだろう。
　　もし，移動する意味を持つheadwordにnounをPremodiierとしたPhrase
がunacceptab1eであるとするならば，次の例文のheadwordはすべて動く
ものだからunacceptableとなり，また，Nesieldのいう　a　vi11age　watch・
man，a　sea　captain，a　river　ish（1畠）もunacceptab1eになつてしまう。
　　（1）　0urα〆肋刎θ地加αc加7went　abroad1ast　year．／He’s　a　c〃刎肋α1
1α〃〃．ノThe刎o閉肋g∫刎was　shining　bright．ノTheゐo〃∫2クo肋歩〃wi11
come　tomorrow．／It’s　a　kind　of　sθα肋∂．（以上r修飾』（14）より引用）
　　（2）We　saw　as1ow－breathi㎎thicksetω舳卿g〃and　shes眈ed　with
a　good　deal　of　curiosity　at　Hercule　Poirot．一A．Christie，丁加エαろo鮒∫げ
1Zθ7c〃12∫．
　　（3）I　wou1dn’t　be　surprised並a1l　the　s肋ゐ〃ろα％〃s　in　the　world
couldn’t　make　up　a　story　haH　as　good　as　the　sad　story　of　his　poor　unc1e
Misak　and　the　o伽〃8κg〃．＿肋∫f　Sτo伽sげW舳舳∫α”oツα吻．
　　（4）I　wi11purchase　a　motor－car，he　thought．I　wi11dress　myse1f　in
the　fashion　of　a　fop，▽isit　theゐo加1∫〃〃〃ψθな，drink　and　dine，and　then
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return　to　the　quiet．一1肋6．
　　（5）He1ooked1ike　a加惚1θ肋〃now，s1owly　turning　his　head　to　in－
spect　the　faraway　sky，a　serious　bird　with　a　brown　face　and　white
eyes．一W．S．Maugham，吻α㍑加γ〃α．
　　（6）Theγヶg伽加α〃C伽o〃伽力1舳加灼，with　roya1grants　of1and，
wanted　slaves　and　indentured　servants，not　free　and　dangerous　elements
anyway．一J．Steinbeck，λ刎〃北αα〃6λ〃〃北σ棚．
　　（7）In　Ca肚om1a　there　were　commumt1es　of　Russ1ans，m　eastem
Oregon　the　Basques　took　their1anguage，their　sheep，and　their　white
∫加砂6ogs　to　the　inaccessib1e　momtains．一乃〃．
　　（8）0㎜＝job　was　to　trap　big1α加加〃when　they　ran　into　a　stream
to　spawn，to　strip　the　eggs　from　the　fema1es　and　mi1t　the　males　to
｛ertilize　the　eggs，raise　th61itt1e　ish，and　bring　them　up　in　tanks　until
they　were　ready　to　be　transp1anted　into　Cα1伽グ〃αs肋σ刎8．＿乃〃．
　　（g）They　had　no〃肋〃α伽7because　of　the　war　and　George　wou1d
smile　ashamedly　when　I　asked　about　wines1ike　fresa．＿E．Hemingway，
ノ1　1「α7α〃3〃　まo　／17〃2∫．
　　⑩　The　ro碓s〃〃刎｛惚パare　fond　of　keepingゐo刎〃加8召o〃8三．．．一G．
0rwe11，丁加五〇〃まo豚なα〃1〕ξ〃．
　　しかし，これらは実際にacceptされているのである。そこで，これらの
m0Yab1e　headwordをもつNoun－by・nounphraseをsemanticsの点から
考察すると1つの固定概念が強いことがわかる。それ故acceptab1eであると
考えることができる。1つの固定概念を表わす語にまだ確立していないphrase，
たとえば・anyonthecei1ingやaiyonthetab1eをacei1ingHy，a
tableiyとしたのではunacceptableとなろう。では，Quirk功α1．のun－
acceptab1eというthe　comer　girlをCompomd　adjecti∀eにしてa　comer
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9irl　statueとした形はどうだろうか。comer　tableをacceptab1eとしてい
るのであれば，これも当然acceptされねばならなくなる。こう考えるとa
cei1ing丑y　catcher［07paste］も可能になり，これは1つの固定概念を伝え
るlabe1的色彩が強いため，逆に，a　catcher［07pasteコfor砒es　on　the
Cei1ingでは説明的になり，まずくなるのである。
　He1ooked　rather　taken　aback　and　answered　natural1y，“What　ishP”
　I　said，“You　remember，Jimmy－that　trout　we　gave　you　when　you
jumped　in　the　stream　and　then　climbed　up　the　mountain．What　was
that　a11about？”
　He　said，“0f　course，if　you　don’t　want　to　ta1k　about　it，it’s　a1l　right
with　us．I　was　just　interested．”
　He　took　quite　a　long　time　before　he　spoke　again、“Yes，I　guess　I
could　tel1you，maybe，”He　said，“You　see，I　was　sick　al11ast　summer
＿bad　stomach　troub1e＿and　I　went　to　a11the　doctors　in　Reno　and　they
looked　me　over　and　gave　me　medicine　and　it　didn’t　do　me　a　bit　of
good．They　cou1dn’t丘nd　out　what　was　causing　it　and　they　couldn’t
cure　it，and　I　was　just　miserable，and　ina11y　I　just　got　sicker　and　sicker；
and　so　I　went　to　one　of　our　own　men．”
　I　said，“You　mean　one　of　your刎θ〃o伽θ刎舳～”一J．Steinbeck，λ刎〃ω
α〃∂A刎〃北α〃s．
　前後の文脈から理解できるように引用文を少L長くしてみた。ここで，a
medicine　manはmedicineをいつも調合している人であることがわかる。
つまり，1つの固定概念を持ったphraseと理解できるのである。そうでなけ
ればa　man　making　up　a　medicineのような形をとるだろう。
　最後に，文学書でもtechnica1な内容を扱うと，いかにNom　premodi丘er
が多くなるかを示そう。1abe1的固定概念を表出するにはこれ以外方法がない
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と考えてよいだろう。
　　He　glanced　over　the　fuselage　and　at　the　ba1d∂o〃gゐ勿〃彦妙〃∫and　he
1oved　the　plane．Again，as　a1ways，he1ooked　at　the　weakened　s肋沁oα〃
∫カoo后励50％〃，which　no1onger　he1d　its　spread　so　that　the　p1ane　stood
tilted　a1ittle　to　one　side，and　to1d　himself　that　it　was　not　serious．He
heaコrd　the〃勿c冶刎o’07starting　and　he　unfastened　the　knots　of　the　ropes
ho1ding　the　p1ane　to　the　spikes　driven　into　theゐ∫θ〃力o07．　Then　the
truck　puI1ed　up，and　young　Perce　How1and　dropped　o血and　went　over
to　the肋〃加〃1θ，gripped　it，1ifted　the　tai1o舐the　ground，and　swung
the　plane　around　so　she　faced　out　across　the　endless　desert　and　away
fro㎜the　mountains．Then　they　unwound　the閉肋〃ゐosεfro皿the　gαs
6グ〃〃z　on　the　truck　and　stuck　the　nozzle　into　the　gα8肋〃后behind　the
engine，and　Perce　turned　theク〃刎ψg〃〃尾．
　　Guido　then　walked　aromd　the　wing　and　over　to　the　cockpit，whose
right　door　was　folded　down，1ea∀ing　the　inside　open　to　the　air．He
reached　in　and　took　out　his　ripPed1θα肋θグアな〃まプαo后θまand　got　into　it．
　　Perce　stood1eaning　against　the〃〃c后戸〃〃now，grinning．＿A．〕Mi11er，
11）o〃焔〃γo勿λ妙〃072。
　　以上，Nom　modiierについて私見を述べたが，独断的にたった点もあり，
思い違いもあるかも知れない。お気付の点は何たりとご教示願えれば幸いであ
る。新聞・雑誌からは例文を引用しなかった。Nonce　word的なものが多いと
考えたからである。
　　なお，testing　machineがtest　machineになりつつあるような現象も，
今日のNoun　premodiierの優勢を示す良い例であるが，これについては，い
ずれ機会を見て述べるつもりである。
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Notes
（1）しかし，T．Bernsteinは同書で9ood　writerは理由もなく名詞を積重ねることば
　　しないとは述べている（132頁参照）。
（2）　B．Eva皿s　al］d　C，Evans，λ刀嚇クo伽ηρ戸Co〃8刎力o〃η亙閉g眺尻、
（3）小西友七『現代芙語の文法と背景』
（4）　T．M・Bemstein，丁肋0囮幼1WηIま〃・
（5）　H．A・Treble　and　G・H・Vallins，λ刎λBC　oヅ互刎g〃∫ゐσ8α雛．
（6）〃∂．
（7）　T．M．Bernstein，肋召C〃ψ1肌〃．勿7。
（8）　R．H．CopPerud，λ刀ピIむあo伽ηげσ醐g召α地δSまツ12．
（g）　R．Quirk，丁肋σ∫20グ亙地g脆乃．
⑩　G．Leech，五刎g〃sゐ加λ励召〃煽〃g、
⑪　R．Quirk，S．Greenbaum，G．Leech　and　J．Svartvik，λG吻刎刎〃げCo〃ま舳一
　力0〃η肋ψ∫ゐ．
　　　なお，この辺の事情について，次のように説明している。
　　　A　further皿oteworthy　constraint　agai血st　using　mu］〕s　from　postmodifying
　　phrases　as　premodi五ers　is　the　relative　impermanence　of　the　modi丘cation　in
　　question．Thus　whi1e
　　　〃2物〃2励肋2ω榊〃was　laid　for　dinner．
　　wil1readily　yield
　　　コ吻2　00榊27　まα512．．．
　　we　cannot　do　the　same　with
　　　　肋2劉．〃加肋2ω舳〃spoke　to　me．
　　　＊丁肋ω榊〃邸‘〃．．．
　　We　must　insist　again　that　this　is　not　a　property　of　the　lexical　item（in　this
　　instance，ω榊〃）but　of　the　semantic　relation，It　is　no　doubt　only　because　a
　　table　is　not　free　to　m0Te　of　itself　that　we　can　premodify　this　word　but口ot
　邸’〃by　oθ閉θκ
⑫　R．H．Copperud，λ刀比肋刎ηげσ8σ解α〃S勿12．
Φ今　J．C－Nes丘eld，〃od2伽五〃gκs免G”囮刎刎α7。
⑭　一色マサ子『英語の語法シリーズ　「修飾（上）」』研究社。
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